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問題と目的
本学の文学部心理学研究室では，ほぼ毎年，参加募集型の海外研修旅行
を実施している。この研修旅行の目的としては，⒜多様な価値観の認識，
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要　　　旨
本研究の目的は，本学が実施するマレーシア研修旅行が，⒜訪問国に対する
イメージ，⒝国際理解の程度，⒞外国語運用能力の認識及び外国語学習への動
機づけに，どのような影響を与えるかを検討することであった。
本調査の結果，短期的な海外研修旅行であったとしても，訪問国に対するイ
メージは「雰囲気」と「経済・環境」の両側面において，概ね好転することが
示された。さらに，「経済・環境」の側面に関しては，イメージの形容表現の
変化よりも，形容詞によって表現されたイメージに関する好ましさの変化の方
が大きいことが示された。一方，国際理解に関する「人権の尊重」，「他国文化
の理解」，「世界連帯意識の育成」という側面に関しては，研修前後で認識の変
化は認められなかったものの，「外国語の理解」に関しては，研修後に向上す
る傾向があった。
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⒝他民族との交流に関する抵抗感の減少，⒞外国語運用能力の向上及び外
国語学習への動機づけの促進などが挙げられ，近年では主にマレーシアで
の短期海外研修を行っている。海外研修先がマレーシアである理由として
は，マレー人，オラン・アスリ，ボルネオ先住民，華人，インド人など，
それぞれの社会が独自の文化を保ちながら共存している多民族複合国家で
あるという特徴が挙げられる。また，比較的物価が安いことや，治安が安
定していることも理由の一つである。
このような海外研修旅行の効果に関する先駆的な心理学的研究として
は，御堂岡（1982）が挙げられる。御堂岡（1982）は，接触仮説（Allport, 
1953　原谷・野村訳 , 1968）に基づき設定した，“修学旅行で直接接触を経験
することによって，知識・関心は増大し，態度はより好意的になり，イ
メージも良くなるだろう” という仮説を検証するため，韓国への 6 日間の
修学旅行に参加した高校生と参加しなかった高校生に対して質問紙調査を
行った。その結果，修学旅行で直接接触を経験することによって，韓国に
ついての知識・関心は増大し，態度はより好意的になり，対韓イメージは
良くなるという傾向が見出されたことを報告している。
その後，近年になって，海外研修旅行の効果に関して検討を行う研究が
増えてきたが，海外研修旅行の内容や目標によって，検討している効果は
研究間で様々に異なっている。高校生や大学生を対象とした代表的な検討
例としては， ⒜訪問国や訪問国の人に対するイメージに関する変化 （e. g., 相
川 , 2007; 浅野・兵藤 , 2011; 川上 , 1982; 御堂岡 ; 1982; 中村 , 1986），⒝グローバル
な視野や国際理解に関する変化（e. g., 相川 , 2007; 浅野・兵藤 , 2011; 古西・髙
木・黒川 , 2004; 宮澤・井上・坂下・星野・堀井・飯田 , 2012），⒞言語的・非言
語的なコミュニケーション能力に関する変化（e. g., 木村 , 2006; 宮澤他，2012; 
森・鈴木 , 2014）などが挙げられる。
浅野・兵藤（2011）は，本学のマレーシア研修旅行の効果を検討した研
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究であるが，用いた尺度に関して，研修旅行の効果をより良く検出するた
めの改善案を挙げている。本研究では，本学が実施するマレーシア研修旅
行が，⒜訪問国に対するイメージ，⒝国際理解度，⒞外国語運用能力の認
識及び外国語学習への動機づけに，どのような影響を与えるかについて，
浅野・兵藤（2011）で提案された改善案に基づき，用いる尺度の修正や変
更を行うことで，再検討することを目的とする。
なお，冒頭で述べた通り，本学のマレーシア研修旅行が期待している主
な効果としては，国際理解に関する変化（多様な価値観の認識，他民族との
交流に関する抵抗感の減少）や外国語運用能力の向上及び外国語学習への動
機づけの促進が挙げられ，訪問国に限定されたイメージの変化自体は，研
修旅行の目的には含まれていない。しかしながら，本研修旅行で直接接触
を経験することによって，訪問国に対するイメージが好転した場合には，
研修旅行後に，プライベートで訪問国やその周辺国を訪れるようになった
り，外国人との交流を持つようになったりといった行動変容が生じる可能
性は大いにあると考えられる。特に，本研修旅行が初めての海外体験であ
る場合には，初回の渡航先に良いイメージを持ったことで，今後の海外体
験に対して積極的になれる（少なくとも，否定的にはならない）ことが期待
できるだろう。そのため，本学のマレーシア研修旅行が，訪問国に対する
イメージにどのような影響を与えるのかを検討することも，重要な意義が
あると考えられる。
調　査　 1
目　　　的
調査 1 の目的は，浅野・兵藤（2011）において用いられた，マレーシア
の国に対するイメージを測定するための20対の形容詞を利用して質問紙調
査を行い，探索的因子分析によって SD 法による評定尺度（以下，SD 尺度
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とする）の因子構造を検討することである。
方　　　法
調査対象者　武蔵野大学の大学生125名が調査に参加した。そのうち，
日本以外の国籍を持つ者 2 名と，回答漏れがあった 2 名，過去にマレーシ
アに対する渡航経験を持つ者 1 名を除外した，123名（男性28名，女性92名，
平均年齢19.28歳）を分析対象とした。
調査材料及び手続き　調査用紙は，⒜年齢，性別，国籍といった属性と，
⒝ “東南アジアの国” である “マレーシアに対するイメージ” を評定する
ための SD 尺度表，⒞海外への渡航経験（国名，回数，目的）や渡航願望な
どから構成した。
SD 尺度表は，浅野・兵藤（2011）において，マレーシアの国に対する
イメージを測定するために使用された20対の形容詞
 1）
を用いて作成した。
SD 尺度表は，これらの20対の形容詞を 7 段階スケール（非常に，かなり，
やや，どちらともいえない，やや，かなり，非常に）の両側に配置した。なお，
語義的に肯定的な形容詞が 3 項目以上連続して一方の側に並ぶことがない
よう疑似ランダム化した。
調査は集団で実施し，調査用紙の配布，教示，調査用紙の回収は講義の
時間内で一斉に行った。
結果と考察
SD 尺度の評定値は，語義的に肯定的な形容詞の得点が高くなるように，
最も肯定的な評定を行った場合には 7 点，最も否定的な評定を行った場合
には 1 点とした。
SD 尺度の因子構造を検討するため，主因子法による因子分析を行った
ところ，固有値の変化は，4.910，2.248，1.747，1.334，1.209，1.048であり，
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スクリー基準によって 3 因子構造が適切であると考えられた。そのため，
3 因子を仮定し，主因子法，プロマックス回転による因子分析を繰り返し
行った結果， 4 回目の因子分析後に，全項目がいずれか 1 因子のみに対し
て .400以上の因子負荷量を持つ単純構造を得た。しかしながら，3 項目（信
じられない―信じられる，怖い―優しい，利己的な―利他的な）で構成された第
3 因子に関しては，内的整合性が低かったため（α=.537）採用しなかった。
改めて， 2 因子を仮定し，主因子法，プロマックス回転による因子分析
を行った。そして，いずれの因子にも .400以上の因子負荷量を示さなかっ
た 7 項目（利己的な―利他的な，スケールが小さい―スケールが大きい，怖い―
優しい，年老いた―若い，弱者に強くて強者に弱い―強者に強くて弱者に弱い，遅
表 1 　SD尺度に対する因子分析の結果
否定的 ― 肯定的 Ⅰ Ⅱ
Ⅰ：国の雰囲気に関する評価因子（α=.802）
1 苦しい ― 楽しい .783 .076 
2 閉鎖的な ― 開放的な .743 -.121 
3 沈滞した ― 活気に満ちた .696 -.122 
4 つまらない ― おもしろい .598 -.013 
5 暗い ― 明るい .495 .124 
6 不自由な ― 自由な .470 .247 
7 敵対的な ― 友好的な .404 -.101 
Ⅱ：国の経済・環境に関する因子（α=.811）
1 きたない ― きれいな -.100 .777 
2 貧しい ― 豊かな .007 .665 
3 不便な ― 便利な .052 .651 
4 原始的な ― 近代的な .075 .631 
5 雑多な ― 整然とした .158 .629 
6 過ごしにくい ― 過ごしやすい -.283 .591 
因子間相関 Ⅰ ― .44 
Ⅱ .44 ―
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い―速い， 信じられない―信じられる）を除外し，再度因子分析を行った結果，
全項目がいずれか 1 因子のみに対して .400以上の因子負荷量を持つ単純
構造を得た（表 1 ）。第 1 因子は，苦しい―楽しい，閉鎖的な―開放的な，
沈滞した―活気に満ちた，つまらない―おもしろい，暗い―明るい，不自
由な―自由な，敵対的な―友好的な，といった 7 項目から構成されていた。
これらは，その国における特定の側面ではなく，全体から感じられる，よ
り抽象度が高いイメージを評価する際に利用される形容詞対であると考え
られたため，「国の雰囲気に関する評価因子（以下，雰囲気因子とする）」と
命名した。第 2 因子は，きたない―きれいな，不便な―便利な，貧しい―
豊かな，原始的な―近代的な，過ごしにくい―過ごしやすい，雑多な―整
然とした，といった 6 項目から構成されていた。これらは，その国におけ
る経済や環境に関するイメージを評価する際に利用される形容詞対である
と考えられたため，「国の経済・環境に関する評価因子（以下，経済・環境
因子とする）」と命名した。各下位尺度の内的整合性を示すα係数は，第 1
因子が .802，第 2 因子が .811と，それぞれ十分な値であった。
なお，本調査において SD 尺度から除外された 7 項目は，全て，中村
（1986）から選定された “国に対しての韓国” に対するイメージの評定に用
いられた形容詞対であった。本調査において作成された SD 尺度に，実際
にマレーシア研修旅行に参加した学生の感想文中から選定された12項目の
形容詞対全てが含まれていることは，マレーシアの国に対するイメージを
測定する尺度として妥当な結果であると考えられる。さらに，本調査にお
いて除外された 7 項目の中には，“年老いた―若い” といった，国に対す
るイメージの表現としては意味が理解しにくい形容詞対も存在していたと
考えられる。本調査において作成された SD 尺度は，使用される形容詞対
の意味が比較的理解しやすいという観点からも，より実用性が高い尺度で
あると考えられる。
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調　査　 2
調査 2 では，本学が2011年度に実施したマレーシア研修旅行が参加学生
の⒜訪問国に対するイメージ，⒝国際理解の程度，⒞外国語運用能力の認
識及び外国語学習への動機づけに与える影響について検討を行う。訪問国
に対するイメージの変化については，調査 1 で作成した SD 尺度を利用し
て検討し，国際理解の程度や外国語運用能力の認識及び外国語学習への動
機づけに関しては，国際理解測定尺度（鈴木・坂元・森津・坂元・高比良・足
立・勝谷・小林・橿淵・木村 , 2000）を用いて検討する。
なお，前述した通り，参加学生の訪問国に対するイメージの変化につい
ての検討は，浅野・兵藤（2011）でも行われており，2009年度に実施され
た 8日間のマレーシア研修旅行によって，研修前に抱いていた原始的なイ
メージが薄められたことは示唆されたが，訪問国に対するイメージの変化
をより適切に捉えるための修正案が提案されていた。浅野・兵藤（2011）
では，例えば，“雑多な―整然とした” といった形容詞対は，“雑多な” が
語義的に否定的な形容詞であり，“整然とした” が語義的に肯定的な形容詞
と捉えられるため，それらの形容詞によって表現されるイメージについて
も，“雑多な” イメージは否定的であり，“整然とした” イメージは肯定的な
ものとして捉えていた。しかしながら，研修前後で訪問国に対する “雑多
な” イメージ自体に変化はなかったとしても，“雑多な” イメージをより好
ましく捉えるような変化が生じている可能性を，マレーシア研修旅行の参
加者によって提出された報告書の記述から見出している。つまり，訪問国
のイメージを表現する形容詞自体は研修前後で変化しなかった場合であっ
ても，その形容詞によって表現されるイメージを好ましく感じるか否かに
関しては変化している可能性があり，後者の変化については，浅野・兵藤
（2011）で使用されたような従来型の SD 尺度では検出できないのである。
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そこで，本研究では，調査 1で作成された SD 尺度の各形容詞対で測定さ
れるイメージに対して，“好ましい―好ましくない” いった好ましさ評定を
同時に実施することの有効性についても検討を行う。
方　　　法
2011年度マレーシア研修旅行の概要　研修旅行の参加者は，27名であっ
た。参加者の内訳は，教員 2 名，中央大学の大学院生 2 名，大学生23名で
あった。
研修旅行の日程は，2012年 3 月 7 日から 3 月14日であった。研修旅行の
行程を表 2 に示した。研修旅行は，前半にマレー半島にある首都クアラ・
ルンプールとタマン・ネガラ（国立自然公園）で過ごし，後半はマレー半
島西方のマラッカ海峡に位置するペナン島で過ごした。
なお，研修旅行を実施するにあたり，2011年12月中旬（12月 7 日，14日）
に説明会を実施した。加えて，研修旅行参加者には，2012年 2 月上旬（ 2
月 3 日， 6 日， 8 日）に事前研修会を実施し，マレーシアに関する基本的な
地理情報や，研修旅行のスケジュール・注意点などについて説明を行った。
調査対象者　2011年度マレーシア研修旅行に参加した中央大学の大学生
23名（男性 5 名，女性18名，平均年齢19.13歳，SD=0.63）を調査対象者とした。
なお，調査対象者はいずれも，過去にマレーシアへの渡航経験は無かった。
調査時期　研修旅行前の 1 回目の調査は，2012年 2 月上旬（ 2 月 3 日，
6 日， 8 日）の事前研修終了後に行った。研修後の 2 回目の調査は，2012
年 3 月22日- 4 月 8 日の範囲で行った。
調査材料及び手続き 調査用紙は，⒜参加者の年齢及び性別を問うフェ
イスシート，⒝マレーシアの国に対するイメージを測定する SD 尺度表，
⒞国際理解の程度を測定する尺度から構成した。
マレーシアの国に対するイメージを測定する SD 尺度表は，調査 1 で最
― 33 ―― 32 ―
終的に選定された13対の形容詞を用いた。そして，それらの13対の形容詞
を 7 段階スケール（非常に，かなり，やや，どちらともいえない，やや，かな
り，非常に）の両側に配置し，語義的に肯定的な形容詞が 3 項目以上連続
して一方の側に並ばないように配置順を疑似ランダム化した。さらに，各
表 2 　2011年度マレーシア研修旅行の旅行行程
日付 都市名 交通機関 時間 スケジュール
《 1 》 東京（成田） 発 MH089 10:30 空路，クアラ・ルンプールへ
3 月 7 日 クアラ・ルンプール 着 貸切バス 17:05 着後，現地係員と共にホテルへ
18:30 クアラ・ルンプール市内にて夕食 
《 2 》 クアラ・ルンプール 発 貸切バス 7:30 ホテル出発
3 月 8 日 タマン・ネガラ 着 11:00 ホテル到着後，ホテル内のレストランに
て昼食
ボート 16:20 オラン・アスリ族の集落を訪問（吹き矢
体験等）
18:30 ホテル内のレストランにて夕食
20:30 タマン・ネガラについてのプレゼンテー
ション
― ナイトジャングルウォーク 
《 3 》 タマン・ネガラ 9:00 ジャングルトレッキング
3 月 9 日 ― ホテル内のレストランにて昼食
ボート 14:30 遊泳体験のためジャングル内の滝つぼに
移動
（※移動中に大スコールに遭遇し中止）
19:30 ホテル内のレストランにて夕食
《 4 》 タマン・ネガラ 発 ボート 9:00 ホテル出発
3 月10日 10:30 途中，ローカルレストランにて昼食 
クアラ・ルンプール 着 貸切バス 15:30 ホテル到着
16:00 クアラ・ルンプール市内研修 
《 5 》 クアラ・ルンプール ― 朝食後，クアラ・ルンプール市内研修 
3 月11日
19:15 市内レストランにて夕食及びマレー舞踏
観賞
《 6 》 クアラ・ルンプール 発 MH1138 9:15 空路，ペナン島へ
3 月12日 ペナン島 着 貸切バス 10:05 着後，現地係員と共に市内研修
16:45 ホテル到着後，市内研修 
《 7 》 ペナン島 フェリー 10:20 サピ島にて，海水浴やマリンスポーツの体験
3 月13日 15:30 ホテルに帰着
19:00 市内レストランにて夕食
21:00 研修旅行の反省会
《 8 》 ペナン島 発 MH1139 9:05 空路，クアラ・ルンプールへ
3 月14日 クアラ・ルンプール 発 MH070 11:00 空路，東京（成田）へ
東京（成田） 着 18:40 空港に到着，通関後，解散
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形容詞対で表現されるイメージの好ましさを測定するために，各形容詞対
の下側に “好ましくない―好ましい” といった項目を配置した（図 1 ）。設
問文は，“現在，あなたが，マレーシアの国に対して持っている印象とし
て，最もよく当てはまると思った箇所に，回答例のように○をつけてくだ
さい。そして，その印象が，あなたにとって，好ましい印象か，好ましく
ない印象かを判断して，最もよく当てはまると思った箇所に○をつけてく
ださい” とし，回答例を呈示した上で，参加者に回答を求めた。
国際理解の程度に関しては，国際理解測定尺度（鈴木他 , 2000）を用いた。
国際理解尺度は，「人権の尊重」，「他国文化の理解」，「世界連帯意識」，「外
国語の理解」といった 4 つの因子から構成されており，国際理解教育の効
果を測定するために作成された尺度である
 2）
。設問文と選択肢は，鈴木他
（2000）を参考に，“あなた自身の国際理解の程度についてお伺いします。
以下に示した各項目について，あなた自身がどの程度あてはまるかを，回
答例のように「 1 ：あてはまらない」～「 5 ：あてはまる」のいずれか
の数字に○をつけて，評価して下さい” とし，回答例を呈示した上で，参
加者に回答を求めた。
最後に，マレーシア研修旅行の報告書として，調査対象者に，マレーシ
アの印象及びマレーシア研修旅行前後における自分自身の変化について，
800字 -1200字程度の感想文を提出させた。これらの感想文は研修直後の
調査用紙と同時に提出された。
非常に かなり やや どちらともいえない やや かなり 非常に
貧しい * * * * * * 豊かな
好ましくない * * * * * * 好ましい
*
*
図 1 　本研究で使用したSD尺度表の例
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結果と考察
マレーシアの国に対するイメージの変化　SD 尺度の評定値は，調査 1
と同様に，語義的に肯定的な形容詞の得点が高くなるように，最も肯定的
な評定を行った場合には 7 点，最も否定的な評定を行った場合には 1 点と
した。そして，各形容詞に対する好ましさ評定は，“非常に好ましくない”
を 1 点，“非常に好ましい” を 7 点とした。このように得点化した，各下
位尺度の研修前後における平均評定値と標準偏差を表 3 に示した。
研修前後でマレーシアの国に対するイメージに変化があったか否かを検
討するため，下位尺度ごとに，研修前後の平均評定値に関して，対応のあ
る t 検定（両側検定）を行った。その結果，「雰囲気因子」に関しては，形
容詞と好ましさのいずれも，研修後の方が研修前よりも有意に平均評定
値が高いことが示された（順に，t （22） =4.77, p<.001 d=1.08；t （22） =5.78, p<.001 
d=1.17）。一方，「経済・環境因子」の好ましさに関しては研修後の方が研
修前よりも有意に平均評定値が高いことが示されたが（t （22） =3.95, p<.001 
d=0.80），形容詞に関しては研修後の方が研修前よりも平均評定値が高い傾
向を示すに留まった（t （22） =1.85, p=.078 d=0.44）。
「雰囲気因子」に関しては，研修前の時点で形容詞と好ましさの平均評
定値が4.0より高いため，肯定的な形容詞によって表現されるイメージが
持たれており，その肯定的な形容詞で表現されるイメージは好ましく感じ
られていたことが読み取れる。研修後には，それらのイメージがより肯定
表 3 　SD尺度における研修前後の平均評定値と標準偏差
研修前 研修後
雰囲気因子 形容詞 4.93 （0.64） 5.72 （0.82）
好ましさ 4.61 （0.82） 5.61 （0.89）
経済・環境因子 形容詞 3.54 （0.69） 3.83 （0.64）
好ましさ 3.86 （0.74） 4.44 （0.72）
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的に表現され，より好ましく感じられるよう変化していた。そして，形容
詞と好ましさの変化の大きさは，効果量
 3）
の観点からも，同程度であると
解釈できる。
一方，「経済・環境因子」に関しては，研修前の時点で形容詞と好まし
さの平均評定値が4.0未満であるため，否定的な形容詞によって表現され
るイメージが持たれており，その否定的な形容詞で表現されるイメージは
好ましくないと感じられていたことが読み取れる。研修後も，形容詞の平
均評定値は4.0未満であるため，イメージの形容表現自体は，否定的な表
現が緩和される傾向に留まったと解釈すべきだろう。しかし，好ましさの
平均評定値は4.0より高いため，それらの形容詞によって表現されるイメー
ジは好ましく感じられるように変化したと考えられる。効果量の観点から
も，好ましさの方が大きな変化をしていると解釈できる。
次に，研修前後における各下位尺度の形容詞と好ましさの変動の関係性
を検討するため，研修前後の形容詞の変化量（研修後の形容詞の評定値―研
修前の形容詞の評定値）と研修前後の好ましさの変化量（研修後の好ましさの
評定値―研修前の好ましさの評定値）との相関係数を算出した（表 4 ）。その
結果，「雰囲気因子」に関しては，各評定値の変化量間で有意な比較的強
い相関が認められた（r =.514, p =.012：図 2 ）。一方，「経済・環境因子」に
表 4 　SD尺度における各評定値の変化量（研修後―研修前）の相関
雰囲気因子 経済・環境因子
形容詞 好ましさ 形容詞 好ましさ
雰囲気因子 形容詞 － .514 ＊ -.390 † .029
好ましさ － -.177 .017
経済・環境因子 形容詞 － .398 †
好ましさ －
† p ＜ .10， ＊ p ＜ .05
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図 2 　雰囲気因子における各評定値の変化量の相関
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図 3 　経済・環境因子における各評定値の変化量の相関
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関しては，各評定値の変化量間で弱い正の相関の傾向を示すに留まった
（r =.398, p =.060：図 3 ）。
「雰囲気因子」に関しては，イメージの形容表現がより肯定的に変化し
た参加者は，イメージの好ましさもより好ましい方向に変化していると
いった関係性が比較的強く，それぞれが測定している概念は比較的類似性
が高いと考えられる。
一方，「経済・環境因子」に関しては，イメージの形容表現がより否定
的に変化した（あるいは，形容表現自体には変化がない）参加者であっても，
イメージの好ましさはより好ましい方向に変化しているといったように，
形容詞と好ましさの変動の仕方が異なる参加者が相対的に多いことが読み
取れる。そのため，それぞれが測定している概念の類似性は比較的低いと
考えられる。
国際理解度の変化　国際理解測定尺度の全体及び各下位尺度に関して，
研修前後の平均評定値と標準偏差を表 5 に示した。そして，全体及び各下
位尺度の研修前後の平均評定値間に差があるか否かを検討するため，対応
のある t検定（両側）を行った。
その結果，「外国語の理解」に関しては，研修前よりも研修後の方が，
平均評定値が高い傾向が示された（t （22） =2.03, p=.054 d=0.36）。しかし，そ
表 5 　国際理解測定尺度における研修前後の平均評定値及び標準偏差
研修前 研修後
人権の尊重 4.01 （0.38） 4.08 （0.40）
他国文化の理解 3.26 （0.45） 3.32 （0.46）
世界連帯意識の育成 3.40 （0.59） 3.29 （0.72）
外国語の理解 2.84 （0.56） 3.02 （0.47）
全体 3.36 （0.31） 3.42 （0.33）
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の他の，「人権の尊重」，「他国文化の理解」，「世界連帯意識の育成」，及
び「全体」の平均評定値に関しては，研修前後で平均評定値に有意差がな
かった（順に，t （22） =1.30, p=.020 d=0.18；t （22） =0.98, p=.034 p=0.13；t （22） =0.92, 
p=.037 p=0.17；t （22） =1.24, p=.023 d=0.16）。
「外国語の理解」に含まれる質問項目は，“日常会話程度ならば，英語な
どの外国語で話すことができる” などといった「理解」に関する質問項目
と，“今後，さまざまな国の言語を学ぶ気はない（逆転項目）” などといっ
た「関心」に関する質問項目が含まれる。研修前の時点における平均評定
値は3.0未満であるため，研修前には「理解」に自信がなかったこと，あ
るいは，「関心」が低かったことが読み取れる。そして，研修後には，「理
解」に自信を持ったり，あるいは，「関心」が高まったという傾向が読み
取れる。おそらく，実際に現地で外国語を使用したことによる成功体験，
あるいは，失敗体験がこのような変化をもたらしたのだと推察される。
一方，国際理解という教育目標との関わりがより深いと考えられる「人
権の尊重」，「他国文化の理解」，「世界連帯意識の育成」という側面に関し
ては，研修前後で変化が認められなかった。本学が実施しているような短
期的な海外研修旅行に 1 回参加しただけでは，訪問国における体験の枠組
みを超えた，比較的抽象度が高い認識の変化は生じにくいと考えられる。
総 合 考 察
本研究の目的は，本学が実施するマレーシア研修旅行が，⒜訪問国に対
するイメージ，⒝国際理解の程度，⒞外国語運用能力の認識及び外国語学
習への動機づけに，どのような影響を与えるかを検討することであった。
調査 1 では，マレーシアの国に対するイメージを測定する SD 尺度を作
成するために質問紙調査を行い，「雰囲気因子」と「経済・環境因子」と
いった 2 因子構造のSD尺度を作成した。
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そして，調査 2 では，調査 1 で作成した SD 尺度を利用して，研修旅行
前後における訪問国に対するイメージの変化について検討すると共に，SD
尺度の各形容詞対で測定されるイメージに対して好ましさ評定を行うこと
の有効性についても検討を行った。さらに，研修旅行前後における国際理
解の程度や外国語運用能力の認識及び外国語学習への動機づけに関する変
化についても，国際理解測定尺度（鈴木他，2000）を用いて検討を行った。
その結果，本学が実施しているような 8 日間といった短期的な海外研修
旅行であったとしても，訪問国に対するイメージは「雰囲気」と「経済・
環境」の両側面において，概ね好転することが示された。さらに，「経済・
環境」の側面に関しては，イメージの形容表現よりも，形容詞によって表
現されるイメージの好ましさの方が大きな変化を示すことや，それぞれが
測定している概念の類似性が比較的低いことも示された。訪問国に対する
イメージに関して，質の異なる変化が検出され得るという意味で，SD 尺
度の各形容詞対で測定されるイメージに対して好ましさ評定を行うことの
有効性を，ある程度は示すことができたと考えられる。一方，国際理解に
関する「人権の尊重」，「他国文化の理解」，「世界連帯意識の育成」という
側面に関しては，研修前後で認識の変化は認められなかったものの，「外
国語の理解」に関しては，研修後に向上する傾向があった。本研究で検討
したのは，認識の変化ではあるが，本研修旅行によって，外国語運用能力
の向上及び外国語学習への動機づけの促進が生じる可能性が高いことは示
唆されたと考えられる。
冒頭で述べた通り，海外研修旅行の効果に関する研究は，海外研修旅行
の内容や目標，検討している効果が研究間で様々に異なっている。そのた
め，研究間の結果について詳細な比較を行うことは困難であるが，短期的
な海外研修旅行であっても訪問国のイメージが（部分的にでも）好転する
ことは，そのように条件が様々に異なる研究間でも一貫した知見である
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（e. g., 相川 , 2007; 浅野・兵藤 , 2011; 川上 , 1982; 御堂岡 ; 1982; 中村 , 1986）。しかし
ながら，これまでに，訪問国のイメージに対する変化を検討した研究は，
“雑多な―整然とした” といった形容詞対のみで構成される SD 尺度を用い
てきた。今後は，SD 尺度の各形容詞対で測定されるイメージに対して好
ましさ評定を行うといった，本研究で用いた方法を応用し，イメージの選
好などに関する変化も検討していくことが，訪問国のイメージに対する変
化を，より良く理解するために必要だと考えられる。
最後に，本研究の調査対象者は，研修旅行の参加学生のみであるため，
訪問国に対するイメージの変化や外国語学習への動機づけの促進傾向など
が，海外研修旅行自体の効果であるか否かが明確でない点が大きな問題点
として挙げられる。例えば，研修後の調査結果には，研修旅行の内容だけ
でなく，研修前の調査自体なども影響している可能性が考えられる。その
ため，厳密には，本研修旅行に参加していない学生に対しても，参加学生
と同様の時期に調査を行い，両群の結果を比較した上でなければ，研修前
後における変化が海外研修旅行自体の影響であるか否かについては明確に
述べることができない。本研究の結果を解釈する際には，このような問題
点があることに注意されたい。
注
 1） 12対の形容詞は，2007年度のマレーシア研修旅行の参加者による感想文
中から選定され，残りの 8 対の形容詞は，中村（1986）において “国に対し
ての韓国” に対するイメージの評定に用いられた形容詞対から選定された。
 2） 国際理解尺度（鈴木他，2000）における質問項目の例として，「人権の尊
重」に関しては，“多くの外国人と友達になりたいと思う”，“貧しい国の人
ならば，意見が軽視されることがあってもやむをえない（逆転項目）” など
が挙げられる。「他国文化の理解」に関しては，“各国の代表的な料理をい
くつか挙げることができる”，“海外の芸術作品には関心がない（逆転項目）”，
“各国に見られる独自の習慣を尊重したい” などが挙げられる。「世界連帯意
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識の育成」に関しては “地球の砂漠化現象のメカニズムを理解したい”，“世
界平和の維持に努めている機関を支援したい” などが挙げられる。「外国語
の理解」に関しては，“日常会話程度ならば，英語などの外国語で話すこと
ができる”，“今後，さまざまな国の言語を学ぶ気はない（逆転項目）” など
が挙げられる。
 3） 効果量の解釈については，Cohen（1988）に基づき，d=.20（効果量小），
d=.50（効果量中），d=.80（効果量大）とみなした。
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